
＜基本理念＞　支えあい　みんなで育てる　この地域平成24年5月1日（3）

平成24年度　多治見市社会福祉協議会　事業計画と予算

基本方針

重点項目

　未曾有の災害である東日本大震災や台風などの自然災害による人智を超えた災害が、当たり前のように
日常を過ごす人々に地域へと目を向けさせ、家族間や住民相互の助け合いや支え合い、そして、人と人との
「つながり」や「絆」というものの大切さを強く心に刻ませるきっかけとなりました。
　このような中、社会福祉協議会は、地域福祉を推進する中核的団体として、地域住民一人ひとりの生活
課題を受け止め、寄り添うことの必要性と、地域の課題とは何かを明確にするとともに、住民といっしょ
になってその課題解決に向けた組織活動を推進していきます。

収入内訳と事業種類別支出内訳　　＊単位：千円
収入

介護保険事業収入
老人福祉事業収入
児童福祉事業収入
保育事業収入
就労支援事業収入
障害者福祉サービス等事業収入
母子福祉事業収入
施設管理事業収入
社会福祉協議会事業収入
共同募金配分金収入
経常経費寄付金収入
受取利息配当金収入
その他の収入
積立資産取崩収入
繰入金収入
その他活動収入
繰越金収入
　　　　　合　　　計

580,198
32,659
86,933
101,328
8,307

203,929
8,031
87,497
49,926
5,959
1,504
3,314
2,904
28,349
159,321
9,435
25,400

1,394,994

法人運営事業費
若草保育園運営費
介護保険・支援費事業費
受託事業費
指定管理費
障害者自立支援事業費
その他支出
　　　　　合　　　計

170,217
102,802
584,544
88,073
335,778
90,363
23,217

1,394，994

支出

社協が継続的に運営をしていくための将来設計を検討し、次期「地域福
祉活動計画」や「経営改善計画」立案に向けての足がかりとします。

将来を見据えた運営方針の検討

自治会等を単位とした小地域における組織活動を働きかけ、小学校区で
の地域福祉協議会の組織化へとつながるよう気運の高揚を図ります。

地域福祉活動の推進

市民ニーズに応える事業を実施し、利用者の安全確保を最優先しながら、
省エネ等経費削減に努め、効率的・効果的に施設を運営します。

指定管理施設の運営

「社協が行う事業として住民から期待されている役割は何か」を念頭に
おきながら、今後の事業展開について検証し、方針を決定していきます。

介護保険事業等の展開

優が丘において、生活介護事業実施に向けた準備にとりかかっていき
ます。

障がい者(児)の自立に向けた事業


